
 

福井県知事杯 

第２２回福井県剣道選手権大会 

 
 

 

        
 

 

 

 

 

日 時 令和７年７月２０日（日）１０：００開会 

         会 場 福井県立武道館 

         主 催 一般財団法人 福井県剣道連盟 

         後 援 福井県 福井新聞社 



 



大 会 次 第 

 

１．開 会 式 

（１）選 手 整 列 

（２）開 式 通 告 

（３）開 会 宣 言 

（４）国 歌 斉 唱 

（５）開 会 挨 拶 

（６）来 賓 祝 辞 

（７）競 技 上 の 注 意 

（８）閉 式 通 告 

 

２．試   合 

男子の部・女子の部（準決勝まで） 

（ 休      憩 ） 

男子の部・女子の部（決勝） 

 

３．閉 会 式 

（１）選 手 整 列 

（２）開 式 通 告 

（３）成 績 発 表 

（４）表     彰 

（５）閉 会 挨 拶 

（６）閉 会 宣 言 

（７）閉 式 通 告 

 

 

 

 

 



福井県知事杯 第２２回福井県剣道選手権大会要項 

 

１ 趣  旨 

福井県剣道連盟会員の中から選ばれた心技ともに優れた選手が、知事杯の獲得を目指して競技を行い，

広く県民に披露することにより、剣道の普及振興を図ろうとするものである。 

 

２ 日  時 

   令和７年７月２０日（日）午前 10時 00分開会（開館午前 8時 30分） 

 

３ 会  場 

   福井県立武道館  福井市三ツ屋町８－１－１ 

 

４ 主  催 

   一般財団法人福井県剣道連盟                                    

 

５ 後  援   

福井県、福井新聞社 

 

６ 全日本剣道選手権大会（男女）の出場  

本大会の優勝者は、全日本剣道選手権大会、全日本女子剣道選手権大会の福井県代表選手とする。 

 

７ 出場選手資格 

（１）福井県剣道連盟の登録会員であること（県内高校に在籍する高校生はこの限りではない）。 

   登録会員とは、県内のどこかの地区剣道連盟に所属している者をさす。 

（２）男子は満２０歳、女子は満１８歳以上とし、段位の制限はしない。 

（３）年齢計算 

①男子 第７３回全日本剣道選手権大会前日の令和７年１１月２日を基準 

平成１7 年１１月２日以前に生まれた者 

②女子 令和８年４月１日を基準 

平成２０年４月１日以前に生まれた者 

 

８ 各地区・団体等からの出場可能人数（上限）  

 

※令和 6年 3月 7日の理事会で承認されたルールによる。 

地区・団体等 男子 女子 

前回（第 21回大会）優勝者（注１） １ １ 

県警 ６ ２ 

学剣連 ３ ４ 

強化指定選手（注２） ４ ４ 

福井地区 ６ ５ 

坂井地区 ６ ６ 

越前地区 ４ ２ 

鯖江地区 ３ ２ 

南条地区 ３ ２ 

敦賀地区 ４ ３ 

三方地区 ３ ２ 

若狭 丹生 大野 勝山 大飯 の各地区 各２ 各２ 

（注１）男子  林田匡平（学剣連）  女子  大西ななみ（学剣連）  （敬称略） 

（注２）県スポーツ協会登録の国民スポーツ大会強化指定選手をさす。 

今年度の該当者は以下の通り 

         男子  中村翔太郎 奥村龍也 山崎由樹 冨田成慈 

         女子  大西ななみ 山田優生 加藤藍子 田中更幸     （敬称略） 

 

 

 



９ 出場選手の申込み   

（１）別紙申込用紙による 

（２）メールで提出するものとする 

（３）期日  令和７年６月２３日（月）締め切り(厳守) 

（４）送付先   

（一財）福井県剣道連盟 事務局 

〒910-0015 福井市二の宮２丁目２４－１８ サンライズ二の宮１－Ｂ  

０７７６－２８－６６１６  e-mail：fkikendo@herb.ocn.ne.jp 

 

１０ 大会開催の可否に関する最終決定 

総務企画運営部において決定する。最終判断は大会一週間前（７／１４）に行う。中止の場合は速やか

に各地区・団体に通知する。 

 

１１ 試合・審判規則および試合方式 

（１）全日本剣道連盟試合・審判規則、同細則に準じて行う。 

（２）試合時間は、男女とも５分とする。 

（３）試合は３本勝負とし、試合時間内に勝敗の決しない場合は延長戦を行う。延長戦は、３分ごとに区切っ

て勝敗の決するまで行う。 

（４）試合は男女別のトーナメント方式とする。 

（５）組合せは、大会事務局において事前に抽選を行い決定する。 

（６）前回（第２１回大会）のベスト４をシードとする。 

 

１２ 剣道用具について 

本大会における、剣道用具の取り扱いについては、安全性・公平性の観点から以下の通りとする。 

（１）竹刀については次の事項を遵守すること。また大会当日、検量を必ず受けること。 

➀竹刀の長さ・重さ・太さは、「13 竹刀の検量について」の通りとする。 

②ピース（四つ割り竹）の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損なう加工、形状の変更し

たものの使用は認めない。 

（２）小手については次の事項を遵守すること。 

➀小手は、こぶしと前腕（肘から手首の最長部）の 1/2 以上を保護し、安全性を保つため小手頭部およ

び小手ぶとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力があること。 

②小手ぶとん部のえぐり（クリ）の深さについては小手ぶとん最長部と最短部の長さの差が 2.5 ㎝以内

であること。 

（３）面については次の事項を遵守すること。 

➀面ぶとんは、安全性を保つため肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝撃緩衝能力があること。 

（４）剣道着については次の事項を遵守すること。 

➀剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること（構えたときに肘関節が隠

れること）。 

 

１３ 竹刀の検量について 

（１）竹刀の検量は大会当日行う。不合格の竹刀は本大会では使用できない。 

（２）検量の基準は次のとおりとする。 

①男子 

長さ 120 ㎝以下 重さ 510ｇ以上 先革の太さ 26 ㎜以上 ちくとう最小直径 21mm 以上 

②女子 

長さ 120 ㎝以下 重さ 440ｇ以上 先革の太さ 25 ㎜以上 ちくとう最小直径 20mm 以上 

   ③竹刀先革の長さは、男女とも５０㎜以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ただし、二刀の場合は次のとおりとする。 

 大刀 小刀 

長 さ

（㎝） 

重 さ

（ｇ） 

太さ（㎜） 長 さ

（㎝） 

重 さ

（ｇ） 

太さ（㎜） 

先端部 ちくとう部 先端部 ちくとう部 

男子  
１１４ 

以下 

４４０ 

以上 

２５ 

以上 

２０ 

以上 

６２ 

以下 

２ ８ ０

～ 

３００ 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

女子  
１１４ 

以下 

４００ 

以上 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

６２ 

以下 

２ ５ ０

～ 

２８０ 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

       
１４ ドーピングについて 

本大会においてはドーピング検査を実施しないが、公正な試合が行われるよう各自留意すること。 

 

１５ 表  彰  

（１）優勝者には知事杯・賞状および賞品を授与する。 

（２）第二位、第三位（２名）に賞状および賞品を授与する。 

 

１６ 経  費  選手の派遣に要する経費は、所属連盟・団体の負担とする。 

 

１７ 安全対策   

（１）主催者は、大会中の出場選手の事故に対し傷害保険に加入する。ただし、大会会場への往復上は対象と

しない。 

（２）感染症対策 

①選手は、試合の際は面マスクまたはマウスシールドを着用すること（試合時以外のマスクの着用は任

意とする）。 

②選手以外のマスクの着用は任意とする。 

 

１８ 問い合わせ先 

   一般財団法人 福井県剣道連盟 

    事業部長  岡田 要   携帯  ０９０－６２７４－４６６８ 

                 メール  eskk1964＠gmail.com 

 

１９ その他 

（１）開閉会式の参加について 

選手は、開会式・閉会式には全員、剣道着・袴に胴・垂をつけて出席すること。 

（２）大会の映像公開に関して 

    当連盟広報部において、大会の様子を撮影し（静止画像）、連盟のＨＰにおいて公開する予定である。

自らの映像をＨＰ上で公開することを望まない場合は、県剣連事務局まで連絡すること（大会前日ま

でに）。 



名 誉 大 会 長 杉　本　達　治

大 会 長 片　山　外　一

副 大 会 長 相　模　利　朗 河　越　純　二 小　堀　友　廣

大 会 顧 問 土　谷　靖　彦 岩　﨑　貞　夫 増　田　美希子

田　中　一　憲 栃　本　正　道 小　西　清　光

岡　田    　盛

大 会 参 与 増　川　文　武 橋　本　有　司 今　村　憲　和

河　合　岩　暢 荻　原　昭　人 前　田　純　夫

松　本　敏　夫 藤　田　雄　治 山　本　浩　志

帰　山　正　信 金　巻　健　朗 奥　井　俊　雄

福　島　一　郎 井　上　順　也

大 会 委 員 長 西　川  　　譲

大会副委員長 堀　江　範　雄 坂　本　裕一郎 山　本　英　俊

大 会 委 員 川　野　　　学 岩　本　卓　也 柳　原　潤一郎

岡　田　　　要 上　嶋　啓　芳 松　井　香　里

齋　藤　佳　男 道　内  由佳里 田　中　秀　幸

松　永　  　毅 中　村　英　紀 塚　田　直　人

林　　　茂　夫

大　会　役　員（順不同）



競 技 委 員 長 岡　田　　　要

審 判 長 堀　江　範　雄

審 判 員 主任 川　野   　　学

柳　原　潤一郎 堤　腰　一　昭 坪　田　隆　雄

小　堀　義　広 中　村　英　紀 大　辻　俊　裕

主任 小　辻　淳　二

山　本　英　俊 松　井　宏　文 米　納　智　弥

松　永  　　毅 鈴　木　秀　典 森　  　宜　子

総 務 委 員 岡　田　惠　子

試 合 場 委 員 第一試合場

主任 田　中　隆　佳 副主任 坂　口　一　成 藤島高校生６名

第二試合場

主任 辻　　　慎二郎 副主任 八　幡　喜　己 藤島高校生５名

選 手 委 員 第一試合場 主任 相　模　宏二郎 梅　原　保　高

第二試合場 主任 髙　嶋　寿　美 小　村　雅　恵

本 部 記 録 委 員 主任 中　谷　実　伸

松　岡　由　佳 内　藤　　　洋 北　川　翔太朗　

式典・放送委員 渡　辺　聡　子 上　野　早　苗 髙　嶋　寿　美　

内　藤　　　洋 北　川　翔太朗　

大　味　香代子 小　村　雅　恵

検 量 委 員 主任 相　模　宏二郎

中　谷　実　伸 田　中　隆　佳 辻　　　慎二郎

主任 八　幡　喜　己

梅　原　保　高 坂　口　一　成 内　藤　　　洋

受 付 委 員 大　味　香代子 松　岡　由　佳 岡　田　惠　子

島　田　奈美江

接 待 委 員 大　味　香代子 岡　田　惠　子

広 報 委 員 上　嶋　啓　芳 坂　本　裕一郎

救 護 委 員 島　田　奈美江

女　　　子

競　技　役　員　（順不同）

第一試合場

第二試合場

男　　　子



第一試合場 第二試合場

　１．男子個人戦（１・２回戦）
　　　　➀～④の試合
　　　　⑩～⑰の試合

　

　３．男子個人戦（３回戦～準決勝）
　　　　㉖～㊴の試合

　５．女子決勝戦

　６．男子決勝戦

　２．男子個人戦（１・２回戦）
　　　　　⑤～⑨の試合
　　　　　⑱～㉕の試合

　４．女子個人戦（１回戦～準決勝）
　　　　　➀～⑯の試合

　

令和７年度　知事杯　試合進行表

※試合進行の状況により変更の可能性があります。

※開会式以降も小道場を開放します。アップ等に利用してください。

３・４の開始をそろえる



番号 選手名 所属 １回戦 ２回戦 ３回戦 準々決勝 準決勝 決勝

㊵

⑭

㉘
③

㉟

⑮

⑯

㉙
④

⑰

⑱

㉚
⑤

㊱

⑲

㊴

⑳

㉛
⑥

㉑

㉒

㉜
⑦

㊲

⑩

㉖
➀

㉞

⑪

㉓

㉔

㉝

⑧

⑨

㉕

㊳

⑫

㉗
②

⑬

39 長　野　和　生 学 剣 連

40 戸　島　昂　紀 県 警

久保田　智　志

20 渡　邊　龍二郎 学 剣 連

21 山　本　勇　樹

26

23 髙　橋　泰　平 丹 生

三 方

22 岩　崎　健太郎

41 奥　村　龍　也 強 化

36 小　西　　　鷲 若 狭

37 内山田　朋　弥 坂 井

38 畑　　　祐一郎 鯖 江

越 前

24 梅　田　隼　仁 福 井

25 橋　本　恭　佑 県 警

12 田　邉　卓　士 敦 賀

13 安　原　響　希 坂 井

31 筧　　　佑　哉 三 方

29

男子の部 第２２回　福井県知事杯　組み合わせトーナメント表

1 山　﨑　由　樹 強 化

2

10 三田村　凌太郎 南 条

3

8 内　田　大　樹 県 警

4 松　村　怜　治 三 方

9

敦 賀

福 井笠　嶋　洸　瑠

18 北　島　正　貴 鯖 江

19

14 田　中　大　志 県 警

15 宮　嶋　凜　太 福 井

17 新渡戸　理　貴 坂 井

16

徳　橋　知　輝 福 井

坂　元　　　蒼 越 前

35 石　倉　良　澄 大 野

34 奥　田　大　也 福 井

梅　田　圭　仁 学 剣 連

27

28 續　田　真　也 県 警

膳　所　龍　五 福 井

33 布　目　侑　大 越 前

敦 賀

30 安　原　謙　慎 坂 井

32 松　田　智　樹 敦 賀

11 冨　田　成　慈 強 化

7 佐々木　尚　紀 鯖 江

奥　山　　　登 越 前

森　　　陽　輝

6 牧　野　宏　祐 坂 井

県 警5 内　田　駿　哉



番号 選手名 所属 1回戦 2回戦 準々決勝 準決勝 決勝

⑭

⑮

⑯

⑰

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

②

⑩

⑪

⑫

⑬

➀

7 八　幡　明　依 県 警

川　上　友梨子 福 井

16 川　端　麻　奏 南 条

9 森　川　沙　恵 敦 賀

8 辻　﨑　実　希 坂 井

12 竹　元　和　葉

三 方

6

4 廣　門　　　茜 福 井

平　田　は　な 福 井

5 藤　原　日菜乃 南 条

3 澤　　　美　咲

女子の部 第２２回　福井県知事杯　組み合わせトーナメント表

1 大　西　ななみ 前 回 優 勝

③2 井　上　　　楓 鯖 江

福 井

18 梅　原　陽　乃 越 前

石　橋　沙　希 坂 井

14 宇　野　　　晄 三 方

13

15 狩　川　怜　那 敦 賀

17

11 杉　本　和　香 敦 賀

10 小　山　結　衣 福 井



女 子 の 部

優 勝

二 位

三 位

三 位

大 会 成 績 表

男 子 の 部

優 勝

二 位

三 位

三 位



開催回数 順　位 氏　　　名 所 属 段 位 氏　　　名 所 属 段 位

優　勝 西　　　 勇　人県 警 五 段 細　川　梨　絵 武 生 参 段

第２位 山　形　昌　平 県 警 四 段 道　内　由佳里 学 剣 連 錬士六段

第３位 畑　　 祐一郎 鯖 江 五 段 高　嶋　寿　美 学 剣 連 四 段

第３位 新　田　雅　和 県 警 五 段 橋　本　一　美 坂 井 参 段

優　勝 中　山　雅　浩 県 警 五 段 光　永　聖　子 学 剣 連 参 段

第２位 堤　腰　一　昭 敦 賀 錬士七段 谷　口　典　子 武 生 五 段

第３位 澤　田　泰　治 南 条 五 段 高　嶋　寿　美 学 剣 連 四 段

第３位 西　川　航　平 南 条 参 段 吉　川　雅　恵 坂 井 五 段

優　勝 西　　　 勇　人県 警 五 段 細　川　梨　絵 越 前 参 段

第２位 道　内　博　道 福 井 錬士六段 吉　川　雅　恵 学 剣 連 五 段

第３位 竹　内　　　 健県 警 五 段 橋　本　一　美 坂 井 参 段

第３位 脇　本　一　誠 福 井 四 段 今　村　彩　乃 福 井 弐 段

優　勝 坂　田　直　哉 学 剣 連 五 段 山　田　聖　子 越 前 参 段

第２位 西　　　 勇　人県 警 五 段 谷　口　典　子 越 前 五 段

第３位 堀　　　 哲　也県 警 五 段 高　嶋　寿　美 福 井 四 段

第３位 新　田　雅　和 県 警 五 段 道　内　由佳里 福 井 錬士六段

優　勝 竹　内　　　 健県 警 五 段 山　田　聖　子 越 前 四 段

第２位 西　川　航　平 南 条 四 段 高　嶋　寿　美 学 剣 連 五 段

第３位 坂　田　直　哉 学 剣 連 五 段 小　村　雅　恵 学 剣 連 五 段

第３位 西　　　 勇　人県 警 五 段 谷　口　典　子 越 前 五 段

優　勝 新　田　雅　和 県 警 五 段 伊　藤　藍　子 坂 井 参 段

第２位 竹　内　　　 健県 警 五 段堀　端　　 　愛越 前 弐 段

第３位 中　村　好　伸 福 井 四 段 佐々木  　　悠 坂 井 参 段

第３位 鈴　木　秀　典 県 警 五 段 大　栁　奈　未 越 前 初 段

優　勝 相　馬　　 　友福 井 参 段 山　田　聖　子 越 前 四 段

第２位 堀　　　 哲　也県 警 五 段 高　嶋　寿　美 学 剣 連 五 段

第３位 中　村　好　伸 福 井 四 段 伊　藤　藍　子 坂 井 参 段

第３位 長谷川　峻　右 県 警 四 段 大　栁　奈　未 越 前 初 段

優　勝 鈴　木　秀　典 県 警 五 段 山　田　聖　子 越 前 四 段

第２位 長谷川　峻　右 県 警 五 段 伊　藤　藍　子 坂 井 参 段

第３位 相　馬　　 　友福 井 参 段 高　嶋　寿　美 学 剣 連 五 段

第３位 前　田　浩　由 県 警 四 段 川合　明日香 福 井 参 段

優　勝 鈴　木　秀　典 県 警 五 段 山　田　聖　子 越 前 四 段

第２位 長谷川　峻　右 県 警 五 段 伊　藤　藍　子 坂 井 参 段

第３位 鹿　本　裕　登 県 警 四 段 北　川　敦　子 坂 井 参 段

第３位 元　井　健　伍 敦 賀 五 段 田　中　更　幸 福 井 参 段

優　勝 前　田　浩　由 県 警 五 段 山　田　聖　子 越 前 五 段

第２位 澤　田　泰　治 学 剣 連 六 段 伊　藤　藍　子 坂 井 四 段

第３位 長谷川　峻　右 県 警 五 段 川合　明日香 福 井 参 段

第３位 脇　本　一　誠 福 井 五 段 堀　端　　愛 県 警 参 段

優　勝 前　田　浩　由 県 警 五 段 山　田　聖　子 越 前 五 段

第２位 瀬　尾　祐　輝 県 警 五 段 北　川　　藍 福 井 参 段

第３位 内　藤　　洋 県 警 四 段 鈴木　香菜子 敦 賀 弐 段

第３位 脇　本　一　誠 福 井 六 段 河　野　真　由 福 井 参 段

栄　　光　　の　　記　　録
男　　　子 女　　　　子

第１回
武生市
H16.6.27

第２回
丸岡町
H17.6.26

第11回
大飯地区
Ｈ26.6.15

第10回
丹生地区
H25.6.9

第９回
三方地区
H24.6.24

第３回
鯖江市
H18.6.25

第４回
福井市
H19.6.10

第５回
敦賀市
H20.7.27

第６回
大野市
H21.6.28

第７回
小浜市
H22.6.27

第８回
南越前町
H23.6.26



開催回数 順　位 氏　　　名 所 属 段 位 氏　　　名 所 属 段 位

優　勝 冨 田 成 慈 鯖 江 四 段 伊 藤 藍 子 坂 井 四 段

第２位 金 子 亮 介 県 警 四 段 山 田 聖 子 越 前 五 段

第３位 内 藤 洋 県 警 四 段 鈴木 香菜子 敦 賀 弐 段

第３位 鈴 木 秀 典 県 警 六 段 坂 本 菜 子 三 方 参 段

優　勝 内 藤 洋 県 警 四 段 山 田 聖 子 越 前 五 段

第２位 久保田 広行 学 剣 連 参 段 伊 藤 藍 子 坂 井 四 段

第３位 林 田 匡 平 学 剣 連 四 段 坂 本 菜 子 三 方 参 段

第３位 鹿 本 裕 登 県 警 五 段 藤 本 奈 々 三 方 参 段

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 五 段 山 田 聖 子 越 前 五 段

第２位 小 谷 佳 己 県 警 四 段 伊 藤 藍 子 坂 井 四 段

第３位 金 子 亮 介 県 警 五 段 小 辻 朋 未 敦 賀 弐 段

第３位 中 村 好 伸 福 井 六 段 橋 本 一 美 坂 井 五 段

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 五 段 大 西 な な み 学 剣 連 四 段

第２位 金 子 亮 介 県 警 五 段 堤 腰 琴 菜 敦 賀 参 段

第３位 内 藤 洋 県 警 五 段 山 川 咲 愛 敦 賀 参 段

第３位 梅 田 圭 仁 学 剣 連 四 段 山 田 聖 子 越 前 六 段

優　勝 金 子 亮 介 県 警 五 段 大 西 な な み 学 剣 連 五 段

第２位 林 田 匡 平 学 剣 連 五 段 堤 腰 琴 菜 敦 賀 参 段

第３位 前 田 浩 由 県 警 六 段 川 端 心 愛 南 条 参 段

第３位 内 藤 洋 県 警 五 段 八 幡 明 依 福 井 四 段

優　勝

第２位

第３位

第３位

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 五 段 大 西 な な み 学 剣 連 五 段

第２位 辻 内 勇 介 福 井 参 段 梅 原 陽 乃 越 前 参 段

第３位 楠 原 北 斗 福 井 参 段 木 村 真理子 敦 賀 弐 段

第３位 梅 田 圭 仁 学 剣 連 五 段 菅 谷 歩 未 敦 賀 弐 段

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 五 段 大 西 な な み 学 剣 連 五 段

第２位 田 中 大 志 県 警 五 段 梅 原 陽 乃 越 前 参 段

第３位 鹿 本 裕 登 県 警 六 段 川 端 心 愛 南 条 弐 段

第３位 増 田 貴 彦 県 警 五 段 牛 嶋 い つ か 福 井 参 段

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 六 段 大 西 な な み 学 剣 連 五 段

第２位 山 﨑 由 樹 県 警 五 段 梅 原 陽 乃 越 前 参 段

第３位 内 田 駿 哉 県 警 四 段 牛 嶋 い つ か 福 井 参 段

第３位 田 中 大 志 県 警 五 段 石 井 心 福 井 参 段

優　勝 林 田 匡 平 学 剣 連 六 段 大 西 な な み 学 剣 連 六 段

第２位 山 﨑 由 樹 強 化 五 段 梅 原 陽 乃 強 化 四 段

第３位 奥 村 龍 也 強 化 参 段 小 山 結 衣 福 井 参 段

第３位 中 村 翔 太 郎 強 化 参 段 森 川 沙 恵 敦 賀 参 段

優　勝

第２位

第３位

第３位

第12回
福井県立
武道館
Ｈ27.6.14

第22回
福井県立
武道館
R７.7.20

第13回
福井県立
武道館
Ｈ28.6.26

第14回
福井県立
武道館
Ｈ29.7.9

第15回
福井県立
武道館
Ｈ30.7.8

第16回
福井県立
武道館
R1.7.15

第21回
福井県立
武道館
R6.7.21

栄　　光　　の　　記　　録
男　　　子 女　　　　子

第17回

第20回
福井県立
武道館
R5.7.17

第19回
福井県立
武道館
R4.6.26

第18回
福井県立
武道館
R3.6.27

新型コロナウイルス感染症流行のため中止


